
   

 

 

 

（毎月 19日は食育

の日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日本の食品ロス（本来は食べられるのに捨て

られてしまう食品）は 1年間で約 523万トン

（令和 3 年度推計値）です。これは、2020 年

の世界の食料援助量（約 420 万トン）の 1.2

倍に相当します。食料自給率が低く（令和 4 年

度カロリーベースで 38％）、海外からの輸入に

頼っている一方で、多くの食品が廃棄されてい

ます。食品ロス削減は、世界中の飢餓で苦しん

でいる人を助けることになります。また食料生

産時に必要となるエネルギーや水の節約にも

繋がります。 
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275 ２４７ 

国民全員が毎日おにぎり 

1個（114ｇ）を捨てている！ 

約 279 万トン      約 244 万トン 

食品ロス削減チェックシート 

「食品ロス」という言葉・意味を知っている。 

「賞味期限」と「消費期限」の違いを理解している。 

買い物に行く前に冷蔵庫の中を確認している。 

冷蔵庫等に期限切れ食品がないかチェックしている。 

安売りの商品も必要以上に買わない。 

すぐに食べるものは，「手前どり」をしている。 

買った食材は使い切っている。 

作った料理は残さず，食べきっている。 

外食時は食べきれる量を注文している。 

「ローリングストック」※をしている。 

 

食 育 だ よ り 

523 

似ているけれど、全然違う！ 

 秋の気配が増し、過ごしやすい季節になりました。スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋など様々

な秋を楽しめますね。しかし、朝晩の気温の差も大きくなってくるので、体を冷やして風邪などを

ひかないように、体調管理も気をつけましょう。 

※食材や加工品を多めに購入、普段の食事で古い物から 
使い、使った分だけ買い足すことを繰り返す防災法です。 

（農林水産省 令和 3 年度推計値） 

 様々な場面で話題となっている、持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）

が学校教育でも取り上げられています。10 月は、食品ロス削減月間や飢餓、食料問題を考える「世界

食料デー」（10 月 16日）月間でもあります。持続可能な食を営むために、私たちができることは何か、

考える機会にしたいと思います。 
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一人当たりの残食量(ｇ)  令和 5年 9月 

左のグラフは、先月における

一人当たりの残食量を示したも

のです。学校間で差はあるもの

の、１日で 100ｇ前後の残食が

あります。 

残食があるということは、必

要なエネルギーや栄養素が摂取

できないことになります。また

食品や生産者・調理員等の労働

も無駄にしてしまいます。 

「もう一口」でも、みんなで

実践すれば大きな力になりま

す。自分のために、環境のため

に、給食に関わる人のために、

今日から行動してみませんか？ 


